
明
治
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日

第

三

種

郵

便

物

認

可

発行所

〒
一
〇
五
e

八
四
四
五

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
二
丁
目

二
番
四
号

独
立
行
政
法
人
国
立
印
刷
局

電 話

03
(3587)
4294

定 価

一
ヵ
月
一
、五
九
六
円(

本
体
一
、五
二
〇
円)

本
号
一
部

一
三
六
円(

本
体

一
三
〇
円)

(

配

送

料

別)

Î
号
外

九
月
六
日
付
第
一
九
五
号
四
八

Î
官
報
郵
送
料
の
お
知
ら
せ

八
月
分
（

ペ
ー
ジ
×
同
日
付
政
府
調
達
第
一
七
一
号
四
〇
ペ
ー
ジ

月
極
一
部
当
り
）
の
郵
送
料
二
、
一
〇
〇
円

正

誤

平成™›年 月�日 木曜日 第œŸŸ—号官 報

平
成
二
十
四
年
七
月
三
十
日
法
務
省
告
示
第
三
百
七
号

（
日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る
件
）

（
原
稿
誤
り
）

二
ペ
ー
ジ
三
段
二
二
行
目
か
ら
二
三
行
目
ま
で
を
削
除

す
る
。

平
成
２
４
年
（
再
ロ
）
第
６
号

山
形
市
花
楯
１
丁
目
1
1番

1
4号

再
生
債
務
者
佐
藤
み
ち
よ

１
意
見
聴
取
に
付
す
る
再
生
計
画
案
平
成
2
4年
８
月

2
4日
付
け
再
生
計
画
案

２
書
面
で
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
事
項
民
事

再
生
法
2
4
1条
２
項
各
号
に
定
め
る
事
由

３
２
の
書
面
の
提
出
期
間
平
成
2
4年
９
月
1
9日
ま
で

平
成
2
4年
８
月
2
9日

山
形
地
方
裁
判
所
民
事
部

平
成
２
４
年
（
再
ロ
）
第
１
号

岡
山
県
倉
敷
市
西
坂
1
3
4
2番
地
4
8
0

再
生
債
務
者
瀬
浪
孝
彦

１
意
見
聴
取
に
付
す
る
再
生
計
画
案
平
成
2
4年
８
月

2
0日
付
け
再
生
計
画
案

２
書
面
で
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
事
項
民
事

再
生
法
2
4
1条
２
項
各
号
に
定
め
る
事
由

３
２
の
書
面
の
提
出
期
間
平
成
2
4年
９
月
1
9日
ま
で

平
成
2
4年
８
月
2
9日

岡
山
地
方
裁
判
所
倉
敷
支
部

平
成
２
４
年
（
再
ロ
）
第
３
８
号

大
阪
市
生
野
区
巽
南
３
丁
目
１
番
９
号

再
生
債
務
者
康
本
展
和
こ
と
康

展
和

１
意
見
聴
取
に
付
す
る
再
生
計
画
案
平
成
2
4年
８
月

2
1日
付
け
再
生
計
画
案

２
書
面
で
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
事
項
民
事

再
生
法
2
4
1条
２
項
各
号
に
定
め
る
事
由

３
２
の
書
面
の
提
出
期
間
平
成
2
4年
９
月
2
5日
ま
で

平
成
2
4年
８
月
2
8日

大
阪
地
方
裁
判
所
第
６
民
事
部

平
成
２
４
年
（
再
ロ
）
第
３
号

青
森
市
大
字
大
野
字
若
宮
1
6
8番
地
1
4

再
生
債
務
者
天
内
輝
光

１
意
見
聴
取
に
付
す
る
再
生
計
画
案
平
成
2
4年
８
月

2
4日
付
け
再
生
計
画
案

２
書
面
で
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
事
項
民
事

再
生
法
2
4
1条
２
項
各
号
に
定
め
る
事
由

３
２
の
書
面
の
提
出
期
間
平
成
2
4年
９
月
2
6日
ま
で

平
成
2
4年
８
月
2
9日青
森
地
方
裁
判
所
民
事
部
再
生
係

平
成
２
４
年
（
再
ロ
）
第
３
号

神
戸
市
西
区
今
寺
3
0番
地
の
1
1

再
生
債
務
者
寺
西
悦
男

給
与
所
得
者
等
再
生
に
よ
る
再
生

手
続
廃
止

会
社
そ
の
他
の
公
告

基
準
日
設
定
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
一
日
を
基
準
日
と

定
め
、
同
日
最
終
の
株
主
名
簿
上
の
株
主
を
も
っ
て
、
平

成
二
十
四
年
十
月
中
旬
に
開
催
予
定
の
臨
時
株
主
総
会
に

お
け
る
議
決
権
を
行
使
で
き
る
株
主
と
定
め
ま
し
た
の
で

公
告
し
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
九
月
六
日

東
京
都
港
区
北
青
山
三
丁
目
三
番
五
号
東
京
建
物

青
山
ビ
ル
三
階

Ｋ
Ｎ
Ｔ
Ｖ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

趙

成
奎

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
四
日
付
で
株
券
を

発
行
す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
九
月
六
日

静
岡
県
静
岡
市
駿
河
区
南
町
一
八
番
一
号

株
式
会
社
富
士
デ
ー
タ
シ
ス
テ
ム

代
表
取
締
役

齋
藤

芳
久

株
式
移
転
に
つ
き
株
券
等
提
出
公
告

当
社
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｇ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
を
完

全
親
会
社
と
す
る
株
式
移
転
を
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
の
で
、
当
社
の
株
券
を
所
有
す
る
方
は
、
平
成
二
十
四

年
十
月
九
日
ま
で
に
当
社
に
ご
提
出
下
さ
い
。

平
成
二
十
四
年
九
月
六
日

奈
良
市
南
京
終
町
二
丁
目
二
六
九
番
地

奈
良
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
株
式
会
社

代
表
取
締
役

菊
池
武
之
祐

外
国
会
社
の
全
て
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
の
退
任
公
告

当
社
の
日
本
に
住
所
が
あ
る
全
て
の
日
本
に
お
け
る
代

表
者
で
あ
る
猫
宮
恵
一
が
退
任
す
る
こ
と
に
対
し
異
議
の

あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

平
成
二
十
四
年
九
月
六
日

札
幌
市
北
区
北
六
条
西
六
丁
目
二
番
地
二
四

Ｐ
Ｔ
m

Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｇ
Ａ

Ｔ
Ｅ
Ｋ
Ｎ
Ｏ

日
本
に
お
け
る
代
表
者

猫
宮

恵
一

限
定
承
認
公
告

本
籍
埼
玉
県
入
間
市
豊
岡
二
丁
目
九
番
、
最
後
の
住

所
埼
玉
県
入
間
市
春
日
町
二
丁
目
一
四
番

八
e

五

〇
四
号

被
相
続
人

亡

茂

克
已

右
被
相
続
人
は
平
成
二
十
三
年
八
月
二
十
一
日
死
亡

し
、
そ
の
相
続
人
は
平
成
二
十
四
年
八
月
二
十
二
日
さ
い

た
ま
家
庭
裁
判
所
川
越
支
部
に
て
限
定
承
認
を
し
た
か

ら
、
一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載

の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ

い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除

斥
し
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
九
月
六
日

埼
玉
県
入
間
市
春
日
町
二
丁
目
一
四
番

八
e

五

〇
四
号

相
続
財
産
管
理
人

茂

清
礼
奈

限
定
承
認
公
告

本
籍
大
阪
府
大
阪
市
住
之
江
区
新
北
島
四
丁
目
一

番
、
最
後
の
住
所
大
阪
府
堺
市
堺
区
材
木
町
東
四
丁

一
番
四
一
号

被
相
続
人

亡

友
重

秀
士

右
被
相
続
人
は
平
成
二
十
四
年
四
月
二
十
一
日
死
亡

し
、
そ
の
相
続
人
は
平
成
二
十
四
年
七
月
十
七
日
大
阪
家

庭
裁
判
所
堺
支
部
に
て
限
定
承
認
を
し
た
か
ら
、
一
切
の

相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら

二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。
右
期
間

内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
九
月
六
日

大
阪
府
堺
市
堺
区
一
条
通
二
〇
番
五
号
銀
泉
堺
東

ビ
ル
六
階

相
続
財
産
管
理
人
友
重
多
鶴

代
理
人
弁
護
士

村
田

浩
治

１
意
見
聴
取
に
付
す
る
再
生
計
画
案
平
成
2
4年
８
月

1
0日
付
け
再
生
計
画
案

２
書
面
で
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
事
項
民
事

再
生
法
2
4
1条
２
項
各
号
に
定
め
る
事
由

３
２
の
書
面
の
提
出
期
間
平
成
2
4年

1
0月
１
日
ま
で

平
成
2
4年
８
月
2
9日
神
戸
地
方
裁
判
所
明
石
支
部
再
生
係

平
成
２
４
年
（
再
ロ
）
第
２
号

愛
媛
県
松
山
市
姫
原
１
丁
目
２
番
3
8号

ラ
ン
ド
・

ヴ
ェ
ル
ジ
ュ
2
0
6号

再
生
債
務
者
埜
下
朋
亮

１
主
文
本
件
再
生
手
続
を
廃
止
す
る
。

２
理
由
の
要
旨
本
件
再
生
手
続
に
は
、
民
事
再
生
法

2
4
3条
２
号
に
定
め
る
事
由
が
あ
る
。

平
成
2
4年
８
月
2
7日

松
山
地
方
裁
判
所
民
事
部

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
デ
ー
タ
復
旧

サ
ー
ビ
ス
事
業
お
よ
び
ｅ
Ｌ
ａ
ｗ
事
業
に
関
す
る
権
利
義

務
を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
乙
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
四
日

掲
載
頁

六
十
四
頁
（
号
外
第
十
五
号
）

平
成
二
十
四
年
九
月
六
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
五
丁
目
一
番
五
号
虎
ノ
門
四

十
五
Ｍ
Ｔ
ビ
ル
五
階

（
甲
）
Ａ
Ｏ
Ｓ
リ
ー
ガ
ル
テ
ッ
ク
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

佐
々
木
隆
仁

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
五
丁
目
一
番
五
号
虎
ノ
門
四

十
五
Ｍ
Ｔ
ビ
ル
五
階

（
乙
）
Ａ
Ｏ
Ｓ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

佐
々
木
隆
仁

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
二
百
十
万
円
減
少
し
一
千
万

円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

平
成
二
十
四
年
九
月
六
日

東
京
都
板
橋
区
前
野
町
四
丁
目
一
三
番
三
の
四
〇
九

有
限
会
社
ク
ラ
ウ
ド
・
ク
ッ
ク
ー
・
ラ
ン
ド

代
表
取
締
役

伏
島

和
雄

外
国
会
社
の
全
て
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
の
退
任
公
告

当
社
の
日
本
に
住
所
が
あ
る
全
て
の
日
本
に
お
け
る
代

表
者
で
あ
る
猫
宮
恵
一
が
退
任
す
る
こ
と
に
対
し
異
議
の

あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

平
成
二
十
四
年
九
月
六
日

札
幌
市
北
区
北
六
条
西
六
丁
目
二
番
地
二
四

Ｐ
Ｔ
m

Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｇ
Ａ

Ｔ
Ｉ
Ｒ
Ｔ
Ａ

Ｋ
Ｙ
Ｏ

Ｗ
Ａ

日
本
に
お
け
る
代
表
者

猫
宮

恵
一

š™
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